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１．緒言 これまで放射線遮蔽の分野では、吸収線量評価としてはγ線によるものが一般的

に行われてきたが、福島第一原子力発電所の事故以来、事故時に放出されたβ核種からの吸

収線量評価に対する需要が高まっている。本解析では事故時に放出されたβ核種である Sr-

90/Y-90 に着目し、ベンチマーク解析を実施することで、EGS5 コードのβ線吸収線量評価へ

の適用性を検討した。 

 

２.方法 ベンチマーク解析はドイツ国立理工学研究所(PTB)で実施されたβ線吸収線量の

測定に基づき実施した。測定体系を模擬した計算体系を図 1に示す。計算に用いる Sr-90/Y-

90 スペクトルは ICRP Pub.107 記載値とした。EGS5 コードにより ICRU 組織中のβ線吸収線

量を評価し、文献値との比較検討を行った。 

 

３.結果 線源-ファントム間の距離毎に ICRU 組織深さ-β線吸収線量曲線を評価した結果

を図 2 に示す。深さに対する吸収線量のプロファイルは本評価値と文献値でよく一致して

おり、EGS5 コードを用いて福島第一原子力発電所の事故に由来するβ線吸収線量を正しく

評価できることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 計算体系        図 2 ICRU 組織深さ-β線吸収線量曲線 
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